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論文内容の要旨
本論文は有機セレン化合物の合成化学的利用をはかるため，セレノ基導入用試薬の開発とその利用
に焦点を向けでなされた研究の成果を述べたものであり，その内容は緒論と本文 4 章および結論から
構成されている。
緒論では，本研究の意義，目的とその内容について概要を述べている。
第 1 章では，新しいセレノ基導入試薬としてのジメチルセレノオキシドの反応性について明らかに
された結論を述べ，本試薬が酢酸ークロロホルム溶媒中，オレフインの二重結合に対しアセトキシセ
レノ化をむこない得るユニークな合成試剤となることを明らかにしている。さらに，アセトキシセレ
ノ化反応の詳細な反応過程を検討し，その反応機構を明らかにするとともに，それに基づいてアセト
キシメチルメチルセレニドと過酸化水素とを用いるオレフインの新しいオキシセレノ化反応を確立し，
その合成試薬としての利用法を述べている。
第 2 章では，ベンゼンセレニン酸およびジフェニルジセレニドー酢酸第二銅を用いるセレノ化反応
についての検討結果を述べ，これらの試薬がオレフインのオキシセレノ化に利用できることを明らか
にしている。
第 3 章では，芳香核への新しいセレノ基導入法について述べ，セレノオキシド類とフェノール類の反
応によるフェノール核へのセレノ基導入の新方法を確立するとともに，その反応過程を明らかにして
いる口
第 4 章では，新しい試薬，フェニルトリメチルシリルセレニドの合成とその利用について述べてい
る。まず\本化合物の簡便な新合成法を示し，ついで本化合物が，アセテート類，ラクトン類わよび
-444-
エポキシド類等の含酸素化合物に対する炭素一酸素結合開裂用の試薬として利用できることを明らか
にしている。
結論では，第 1 章から第 4 章までの研究成果を総括して述べている。
論文の審査結果の要旨
異種元素の化学的特性を利用する諸反応は，高選択的ならびに高特異的合成を達成する手段を提供
するものとして，合成化学において注目されるところである。
本論文は，合成化学上有用な含セレン中間体の合成に適用できる有機セレン試薬の開発，およびその
の利用に焦点を向けておこなわれた研究の結果をまとめたもので，その成果を要約すると次の通りで
ある。
(1) アリルアルコール誘導体の合成前駆体となるβ-アセトキシアルキルメチルセレニドを，ジメチ
ルセレノオキシドを試薬として用いオレフイン類から高収率で合成する新しい方法を確立している。
またその合成反応の機構を明らかにし それに基づいてセレノオキシド類の反応特性を解明してい
る D
~2) オレフイン類のオキシセレノ化用試薬として， (a) アセトキシメチルメチルセレニドと過酸化水
素， (b) ジフエニルジセレニドと第二銅塩， (c) ベンゼンセレニン酸，がそれぞれ有効であることを
見出している。
(3) フェノール類とセレノオキシド類の反応に基づくフェノール類の一般的な核セレノ化法を確立し
ている。
(4) エステル類，ラクトン類，エポキシド類に対し，新しく合成されたフェニルトリメチルシリルセ
レニドが非水系で、アルキルー酸素結合を選択的に開裂させる試薬となることを見出している。
以上のように本論文は，合成化学上有用な有機セレン化合物を合成し，それらの反応性を解明する
とともに試薬としての利用法を示したもので その成果は有機合成化学の基礎および応用の分野に貢
献するところが大きい O よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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